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入舟・舟江ニュース（16号）

まず診る、支援する、何とかする老健入舟と舟江診療所の
取り組みを紹介します

https://niigata-min.or.jp/funae/ホームページの紹介→

「健康友の会」発

「訪問看護ステーション」発

はまなす訪問看護ステーションです。 
暑い中、職員みんなで頑張っています。 
事務所の中のレイアウトを少し変えました。 
まだ途中ですが、職員のコミュニケーショ
ンがとりやすくなったと思います。 
まだまだ暑い日が続きますが、暑さに負け
ず頑張ります！

～酷暑がつづいています～

「地域包括支援センター」発

＜7月12日に地域ケア会議を開催しました＞

地域ケア会議とは、高齢者が住みなれた地域
で暮らし続けられるように、地域のなかでで
きることを話し合う会議です。
テーマは「高齢者世帯・独居世帯の緊急時対
応」で開催しました。地域住民をはじめ警察、
消防、行政、ケアマネジャー等45名以上の
方々が参加してくださいました。
住民同士の気にかけや、ケアマネジャー・地
域・民生委員とのつながりが大切と再確認で
きました。

「第1回 ボッチャ支部別対抗戦」開催

7月5日(水)午後から北部コミセン304大ホールを会場に第1回ボッチャ大会を開催しました。
各支部から精鋭?８チームが出場、予選リーグＡＢの組み合わせ抽選を行いゲームを開始しまし
た。ボッチャはパラリンピックの正式種目で車椅子でも参加できます。友の会ではローカル
ルールを採用し、最後にジャックボール(白玉)に一番近いチームの勝利となります。ＡＢブ
ロックから４チームが勝ち上がり決勝トーナメントを行いました。
決勝は関屋支部と沼垂支部が対決、初めての栄冠は関屋支部に、準優勝に沼垂支部、3位は湊
支部となりました。相手のガードボールを弾き飛ばし、みごとにジャックボール(白玉)に付け
る一幕もあり、大きな歓声が上がりました。
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